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婿祖と観音(張)

鳩祖と観音

一文献と図像に基づく再検討ー

張凱

はじめに

航滞・漁業に従事する者の命を守る女神として信仰される「鰍且JIは、中国において最も影響

力の強い民間言仰の一つである。り，聯E信仰は他信仰と習合しながら、中国沿海部を中心に拡大し、

さらにはマカオ、ベトナム、タイ、日本などの国々にも偏番した。このように諸外国持譜し、

地域化を遂げた背景には、乱瞬且信仰の説く「話頭監から人々を救う」という救済者としての特質が

深く関わっていると考えられる。

嬬E信仰を多角的に見ると、仏教と道教から大きな影響を受け、両方の面影があることが分か

る。このため、乱時中且信仰と仏・道二教の関係については、今でも学者の聞で論争方苛子な才オもてい

る。 2さらに、一部の道教説は、嬬E信仰の鰯sI義批判桁などに見られる道教的要素を根拠とし

て、乱醗副言仰と仏教系の観音菩薩との聞に存在する関連を一切認めな11¥

しかし、文献資料およて朋土臨踏の結果から見ると、和感Eと観音、更に嬬且信仰とイム秘主交流

しているのは事実である3。

I rtJ電車副という阿執は明代から用いられ始めたと推測されているが、清代以降の関連文献には、この阿朝が出

ることがな川「嬬祖lという呼糊こついて、蒋雑鍛 (19却を参風しかし、現在、「婚祖Jという阿噺が最

も広く一般人に認知されている呼ひ方である。このため、本論では、「矧副という阿琳を使う。また、「苅己

廟iJ. r_JC后廟Jも「嬬値廟Jで統一する。

2仏教との関係性を認める先行研究には、李豊株(1993)、釈厚重似l(5)などがある。道教との関係性を認め

る先行砂院としては津村幸夫(1捌)、王福梅(201ωなどがある。一方で、この二つの見方のほか、平木(1捌)

の「実際の民衆の信仰レベルでは、両者が海然と融合しているのをみるとき、両者を分断して砂関している限

り、ことの真相は明らかになってこないJという見方もある。

3 (1) 台湾雲林県:~tll醐に位置する朝天宮の鰯お断は、台湾の各巡貯の中では非常に有名である。興味深い

のは、行列に婿祖の人間界の両親哩父母)市場加できないことである。しかし、仏教的関車をも勺観音菩薩

と阿榊t仏は行列の最優位に位置付けられている。組Tの'TI賭 i叫下になる。天宮の撤回断Iこっb、て、持輔
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従来の研究方法は、主に文献資料を通して、虫欄.信仰と仏教あるいi埴教との交渉の経緯を辿

ることによって婦且の起源を分析してきた。その他に、文献資料と現地撤置の双方から行材此

研究もあるが、それらの研究では、祭和儀礼にもとづいて道教由来の方法であるとして紹介され

ることが多川また、繍即萌の壁画についての研究もあるが、壁画に描かれる全ての場面を美術

学の立場から論述することが多川観音と嬬祖の関係に対し、最も重要な「天妃議酵」の場面を、

文献資料と壁画の双方から分析するという研究は、まだなされていなし、

本論は、「天姑調理手」という場面を通して、現蒋する壁画の場面の根拠となる支撤資料から、

嬬祖と観音の関係、について再検討するものである。

1.嬬祖と観音の関係の三類型

多数の壁画に描カれた「天妃調準」は、観音と嬬祖の関係を提示している。乱開と観音の関係

は以下の三種類の説に分類できる。

① 嬬且は観音の脇侍音量女である。

② 鰯:fUj観音の化身である

③ 担斡且は観音の弟子である。

まず、① ftj瞬且は観音の脇侍脅E女Jの説には、三つの考察すべき要素がある。一つ目は、直接

的に両者を紘附ける文献資料である。例えば、最初に乱闘を青散とする文献は円麟輯調記j

のl順番は何十年も変わらず、観音と阿榊台悌は最高の樹立を保っている。

1太子爺、 2虎爺、 3築港境主、福徳正神、 4註生虫蝕良

5千盟良、順風耳、 6対寄、 7玉漏、 8四婦、 9三嬬

10二鱒、 11祖婿、 12観音悌祖、 13阿弥世偽

(2)図1参照。多くの婚祖廟では、嬬祖の本尊である嬬祖像が安置されている矧H型母澱(内陣)が、持轍

汐岬)と同じ場所に杷られる。本堂とみなされる婿祖聖母裁の次には、寝殿とも明批Lる観音菩蕗殿がある。

寝殿と明おもる理由は、鰯'lif'j観音を信仰し、自分の寝室にも観音像を安置したという伝承からである。観音

菩蕗殿には、観音菩薩J>>i.Iこも、轍E牟尼仏、阿珊官イム爾靭ム及び村鳴漢が和られる。そして、次助組

の両親の聖父母弱tである。

。)建造物の配置により、観音が槻E信仰の中で齢、樹立を保っていることが分かる。また、仏教とも親密

な関係を持っている。また、祖廟を含めて一部の婚祖廟比初期には、体教の僧侶が住持を担当しており、朝

天宮の信者たちは仏教の経典を学んでいた。

(4)樹瞬@卿)によると、台湾の矯祖廟を代表する朝天宮の歴史において、朝天宮への嬬却邸Lは当初、

期E廟に常駐するf臨たちによって行材1た宗掛桁為である可能性が高~'o
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である。この次の会要所で編纂された際会要輯稿』備称『染会到)は、嬬祖を問る「張天師

洞」、「神対旬、円膿済廟Jという三つの澗働廟に封号が与えられたことをま録した資料であ

る4。二つ白は、次章で説明するが、繍且の家柄である。三つ自民三教と融合するl明朝ま最初が

仏教であるということである。明言はできないが、宋代の明資割調記Jに「龍女」という言

葉が見られることから、恐らく宋代後期に観音と鰍且に関わる髄供物語が既に存在したかもし

れなし、

次に、②『乱開口調音の似智Jの説に関して、元代の黄四知は陸潮崎醐廟新建蕃麓隣国

の中で昭輔JfE大土之千億也身也 と記しており、帰Eが観音の無数のι身の一つであること
を明白に示している。この説の動或者は、例えば聾画の耕才の一つの欧安萌題調dの序文を書

く明伐神宗時期の林書面社である。また、石像の方から見れば、元代の嬬且金身は期金の委であり、

同じく観音の化身と見なされる1酬は備に関係がある。剰tにおいて非常に盛んであった掴洲文

働倒叩との融合は、鰍且が観音の化身となる一つの過程にあったと考えられる50

4龍・音量女と鰯Eの関係について、以下の三つの文献資料が重要となる。

①丁倒圭、 1230年、印岡野割己靭記j

喧涯棚、 1173-1210年、『来会要輯稿』

信糟説友、 1268年、『劇享臨安誌』

5捌杖悌とは、働日(臼8-710)が没後に賜った詮号である。{酎E由良名である。彼は西域・スイアブの出身

で、出家する前の姓は「何J であった唐高宗額慶四年 (659) には唐の樹~'Iで、唐高宗龍朔元年(“1) には

糊 H(今の江議渚)で説法を行う。以前、皇帝は高医騨師に「働日とは一体何者だJと尋ねた。その際、寓回

禅師は「観音菩薩の俗身」と答えたのである。このため、後に観音の化身として信仰を集めた。廟切ミら誕生

して剰tに大きく発展した脚H文悌信仰も観音朝駆と密接な関わりを持っている。

『悌祖慶尚庫銃n~巻十三、(四十二・戊申)、 T49，no2036， p.587， cl4-23 

糊 H大封首伽詔入宮供養..有旨命大士致雨働nw.瓶水散沼…異観除傾都歎具遂奉全身聞醐i憎光王寺

建塔。帝筈問法雲公高回目。働側日ん針日。観音大士化身耳…

陪東域全制巻九十五・賛八十首、世界香局1936年版

盲人有限不自知，忽然見日:喜而免

措育日月有在亡，賓自慶棚蹴良弘

糊欣士誰不見市有熟視不見宕。

彼堂鯛毘鯨単組L以知見渚皆稀有。
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そして、③「鰍且は観音の弟子Jの説は、道教の文献によく見られ、これについては次章で詳

しく述べる。元代の黄四如は世耕且を観音の化身であると見なしたが、後に、明代の『太上説天安己

救苦霊験倒は、樹且を観音の弟子として道教の持続諭こ組み込んた 6それ以降も、同じく明朝

に編集された『太上老君説天妊激苦霊験倒でば?、鰯且が「がトの降身」であると述べながらも、

観音から仏法を授かったとも述べている。この変化から、道掛1最初は仙教系の鰍且観音イ回説

を採用していた制兄がわかる。

文献によれば、以上であるが、現在の到馬祖信仰においては、乱聯且と観音が同一であるという観

念が広くいきわたっている。これは外国への伝播及び「乱耕ru品、う呼称の由来と関係がある。
8台湾でl討耕Eを印耕E菩薩j、「乱号本町耕ruと呼んでいる。これらは非常に興味深い呼称である
故、筆者が現地調査した際に、学者.!l!耕E廟関係者・信者を含め20人以上に尋ねたゐ答えはほ

ぼ両じであった。観音菩薩同調しみやす川字在として民衆に信仰されているから、母のようなイ

メージがある。一滞在珠は、普段からよく、観音を観音「閥、または観音悌「祖と呼込この

呼称に、 íý~詳ru が観音「嬬」の化身であり、また観商弗「ネru の輪廻転生した姿を意味すること

をそれとなく示しているのである。さらに、 it耕ruとし、う呼称の由来は、元々 観音から変化し
たとする見方もこの呼称の中に隠されている。先行資料によれば、「世耕ruとし、う呼税が用いら
れ汝台められたのが清代である90つまり、乱時中且観音同一説は、最も遅れて生まれたと考えられる

者能便作稀有見，従此成悌励日急

停纂世間千間意，皆自大士法身出。

麻田供養東披賛，見若無数悉成{弗。

また、張凱(2018)、耕目輝 (2016)pp.344-358参照

6菊地章太(2017)参照

明代、最初に宮殿Eを観音と関車させるのは明代の道教の書物 『太上説天妃放苦霊験経』である。

「賓天聖后。観音化身。澗嶋跡…J

1992年巴萄劃却UIr.太上説天蛇紋苦霊験制蔵外道書第三冊は、明永楽12年(1412)からの道教書籍の内

容を整理したものである。同書p.785Bでは、「賓天聖后。観音色身。調祈願跡…Jと記される。

7 Ir太上老君説天妃救苦霊臨園、北京白雲観道教練舎に現存する。初刊1'i7I<楽14年(1416)、後に明正統『道

蔵・糊特叫に収録された。

8菊地章太(2017a• b)、藤田明良 G附)参照

9例えば、期且とし、う阿琳の源について論じるものに、台湾説を支持する輯搬(19刻、陳元照 (1朔)、郭

志超 0α)4)がある。彼らは自慰且信仰の源流をめぐり、以下の三つの方面から、期麟且という呼称の正当性と、

この呼物が広く用いられる原因について検討している。
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が、それに対する、克脚悦関処は非常に不足しており、一般民衆の聞での信仰の域を出ていない。

上記間三つの説に関しては、他の説との成立順序を判断できないが、ある説が他の説より稲子

する時側2ある。例えば、宋・jO附初場合、①と@澗カ噺桁していたようである。明清以降

特に周軍時代 (1911年)から、立瞬且を観音の化身として見るのが普通だと考える学者が現れる。

李世盤。019)の考え方は、一部の台湾の学者、民衆と同じである。現在出窓域によって異なる

見方を持っている場合が多い。

明イ也i降に続々と現れた「天錦部経由函J及びその素材となった「鰍且伝奇類jは、嬬祖と観

音の関係、に関する以上の三類型のしりれ制こ基づいている。

2. r:苅苗調嘩』に関する図像と文献

壁画は、乱耕且の物語を人々 に知らせる存在として、多数の嬬祖廟の壁・天井などに描カ:れてい

る。現存する壁画の例は、例えば、中国における南京天后宮、天津天后宮、福建制措宮、来月、l

天后宮、仙遊楓亭彊親覇、台湾における台南大天后宮、鹿港天后宮、関宮宮などがある。

観音が蜘信仰における重要な役を担うことから、高い地位を持つという根拠は「天婿麟」

の場面からも見られる。各繍血覇のほとんどlこ「苅萌酔」という壁画があり、観音菩薩が必ず

登場する。

しかし、壁画制作に当たり参考された文献とその文献への瑚郡こよって違いが見られる。また、

多くの鰯即萌、例えば栂鵠肢宮刷新且と観音の関係を述べる文献を典拠とし、観音殿と聖父母

繍 Eの両車問殿の場所が意図的に設置された。

本章は、繍畳伝奇の中で観音が登場する「天妃調率」という有名な場面を梯すする10。多数の

蒋維鍛と陳元煎は最初に「繍副という呼物が用いられえ場所は台湾であり、時期は消末であると論じてい

る。郭意超も台湾説に賛成するが、用いられ始めた時朔については、康無二十四年 (1685)恒降続英語滞醸し

た『台湾府剖と康照三十六年(ゆ7) に郁永河が著した『竹栂瑚を根拠に、 r~耽が用いられ劫めた時期

を康無糊"¥としている。また、明f'Cからの可樹生を挙げる説もあるが、根拠不足から本論でl'j採用しな川

また、以上の研究者と異なり、徐暁望。ω7)は、使い始められた場所を度門とし、康照二十四年 (1685)

から康照三十六年 (1ω7) に至るまでが、 r~験白という呼税制用いられ始めた時朔であると主張している。

10撤回言仰に関する文献資料として、主に以下の五点を参考にした。①『ヌ賠責聖録nr天妃調嘩本俸Jは『台

湾文献蜘l ・第 77 種』回収録される。②限后聖母聖跡画制 (1832) ③『立制信仰の研究~ (1979) @ W!嫡

祖文献資料乗組。ω7)⑤限矧敵蝕副 (1卿)

注意すべき点は、声高井田宮元々 実在の女性だったのかということについて、二つの説がある点である。一つは、

脇町2剰tの福建省興化府南岡県の濁洲島で生まれた林氏の娘であり、死後に航海・漁業などの女神になった
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壁画キ靖代の立感E絵本などはこの場面を描く。しかし、現存する「天妃調理手Jの壁画は明代以降

のものだけである。このため、以下で紹介する壁画汲ひ鴨車する文蜘ま明清時代のものに限定さ

れる。

「天矯廼翼手jの壁画の作成に当たっては、必ず以下の書籍が参考にされている。滑代の書籍は

ほぼ明代の内容をそのまま用い、編集されたものである。

1、明.rr;敬司肱噺え』

2、明・限胞質聖制「天服部体停」

3、清・限后聖母墨跡調剤

4、清・開樹天后剖

本論では、この4つの文献のうち、最もよく用いられているに欣服題調~r苅百調海本侍」

を紹介する。 11

期脚本来、福建省菅田県の掴洲に実在した人物である。鰍E臨休鰍良という名前で、名門の

青田唐丸激林の一族である。青田:丸殺とは、最初、唐代の皇太子の家を管理する太子倉事という

官輔の材披公の九人の息子のことである九父の材披公と九人の名声を称える意を込めて「九動

という説である。もう一つは、元来のJ且 (r台州路重建天畑繭車J)と滑代の越翼 (W陵鯵叢考』第35巻の内

容参冊たちが主張ずる、嬬祖が実在しないという説である。本論は期殿町演在のん物であるとする説を採用

する。

11 [I;母音融制の戒立制tについては多数の研知tある。初版は明代と欄4される杭参考書籍は清伐儲T

版の再録本であるb現在、台北中央国立図書館台湾分館と国立国会図割自にある。

00理題調;J]r苅閣瞬副幹縛J

ヌ改己帯林氏女也捕H唐材披公生子九倶覧賞憲縛寺，九人各樹+刷克脚1紘林氏曾祖保吉公

乃百剛、怖民組公六世鮒判牧園公子也五代周額徳中為統軍兵馬低時劉操自立為北摸周世宗命割弱蝦姻匡胤

敏於高平山，保吉奥有功怠業官而鼠隠於背之沼紛慨礼子学承襲世鳳為福建綿管。字乎惟懇詩賦為都巡

官，即妃父也要王氏，生男一，名洪裁女六，妃其第六事L也二人断T塾楽施概敬証盟着大土父年四

旬除勧念一子覇軍，朝夕焚香祝瓦願得哲胤為宗支嵐歳己未個世元朝徳六年、九五九)夏六月望日，斎

戒慶賛大士，営空締奔日:IT葉剤需競競自持，樹瀞主錨，手岡崎宴求，惟実上天墜葱至執早錫佳見，以兆宗

誠凶!是夜王氏夢大士告之日 :IT爾家世激嘗行，上帝戎佑1乃出芦111豚之云:同長此嘗得慈済之既L既拡散

散糊晴芳拡遂肱二人私喜日:IT克也錫我賢嗣夫~ ! 

12林氏の量組は林重である。林皐は端技ァ族の第三村L代目にあたる。婿祖の祖先である林誼はこの一族の子

孫とされる。
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と呼償Lている。そして、唐代、この一族の子孫である材輔が父のために建てた「睦トトl刺史府君

神遍車」僅誌)には、「故相園常勾練問福建..…語於賓伴日:現林公出慮，期齢量乎Jと記さ

れている13。嬬祖の父は五代の閤王14の時の官僚材顕であり、母は王という姓である。立瞬Eは材顕

の第六女である。立時中且の両親陪観音菩薩を杷っていた。ある日、王氏は仏に妊娠祈願をした後、

観音が彼女の夢に現れた。観音は丸薬を王氏に食べさせ、「これを飲めば、あなた達の智子の果

報を与えましょうJと告げた。それ故に、両親l討廓且を観音から授かった子であると信じていた。

『実問題職』の「天服部林侍」について、三長注意点がある。

(1) 鳩と優曇華の相違と母の名前の相邑例えば、「天安首題懇本俸」と異なり、『三教

源涜捜神大剣は、鰯且の母は、夢の中で観音菩臨も優曇華を食べさせられる設

定である。 15以下の文章に示されている。

明・寓歴年間で干l附された『三教蹴躍桝合』

母の陳氏は、嘗て夢の中で南海に住む観音菩薩から優鉢花をもらい食うことがあった。そ

の後、妊娠し、十四ヶ月を経て嬬祖を産んた主務Eの誕生日は、唐代の天賀元年三月二十三日で

ある。彼女は五歳の時、既に『観音経』を暗唱できた。

次に、観音と世耕且の関係の相違が挙げられる。諸版の「天妃調率本俸」を比較すると、まず、

道教の文献、例えば『三教源滅強神大剣、『太上説天妃救苦霊聯到 161こ陪観音と鰯Eとの関係

の設定がま置されている。時系列から考えると、鮒回瀬音の化身であるとし、う説は、宋代末期

lこ既に萌芽が見られる。これに対し、主馬祖が正式に道教の女神として道教経典に登場するのは明

代の初期である17。しかし、『太上老君説天妃救苦霊麟到を初めとする道教文献において採用さ

れるのは「合耕且が観音の弟子である」とし、うような設定である。おそらく、明代におし、て、立聯且

は、観音のι身とし、うより、観音の弟子という説が流行していたけ闘。される。

13 ~育国策球林氏ブ喋譜・墓考』、 pp.2Cト21 (付録p.25参照)

14 r闘Jは古代からの福建省剛腕路である。ここで、鮒且の出身地を再羽厳骨ずる。

IS W三教源流捜神大全](1980)、巻四・「天矧鵬J候p.l86

母陳氏嘗夢南海観音蛇l優鮒E呑乙巳而毛十四月始克娩射敏己以唐天賓元年三月二十三日誕五歳

能E南観音経…

16 W:太上説天倍数苦霊験経』は『太上説天抱飲苦霊験酬到に基づいて位狭要素を加えた書籍である。

11これらの時系列についての詳細なJt殺は、張凱、修士論文→(2018)参照
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次に、『実証顕聖樹、防封天后志』、欣后聖母連防画志』などの書移りから見れば、家柄と子

を授けることを強調し、秘法を観音から明朗Eにイ司受している。しかし、観音から秘法を授かるこ

とについて、この三つの書物は、t醗旺が観音の弟子であることを提示しているとは考えられなし、

理由としては、例えば明朝に編集され、清初に干附された快旭題談剥の序文は、 frJ組が観音

の化身であることを示している180

青田の霊慈廟にある国軍時代の壁画は、「観音指法・仙女降凡Jをテーマとしている。この場

合は「観音B 指法」と見なす。すなわち、鮒且陪観音の弟子と見なされている。

(2)同じく明代に初版が発行された限矧蝕新司と『太上説天妃救苦霊験倒との聞には違

いがある。

この二書は、同様に道教の要素を含主「方で、鰍且と観音の関係にっし、ても明示している。『実

姉尉新司「第二回玄真封尋f弗真惇」に示される話においては、帰且の前世はjヒ天妙極昼君の娘

である。天界で観音菩薩に出会った際に、仏教の法門を授かったと記されている190 この伝承に

よってt瞬且が観世音菩薩の弟子であるという説が定着したのである。一方で、『太上説天妊激苦

霊麟到は、「努天聖后。観音化身。酒洲親跡…Jと述べて、明確に乱闘を観音菩薩の化身と見

なしている200

(3)期馬祖の家柄にっし、て、鳩祖の「青島女」とし、う身分をめぐり、観音との関係の有無には論争

がある。『ヌ由連建設剥は青田j奮九牧林の一族を背景として記主しているが、期且を龍女として

設定していなかった。つまり、 k時且が龍女とされるのは、観音普薩の脇待かどうかという論争で

ある。

これには二つの見方がある。一つは、例えばWJ謝享臨安誌』の「鰯Eが龍女Jという詰主から、

生前の主耕且を名門の南田唐丸敢林の一族と関連付けて、その一族に属する女であるとする見方で

ある210 この名門は龍の一族と言われるから、子孫の鰍且も青散と呼尚もるようになったという

18明神時朝纏部尚書材養食(育国籍)、序文

天妃吾宗都巡慮公之女也…...相俸調大士縛身，其救世利人，扶危済険之霊，奥慈噺寅筏，度一切苦

厄，均麗慈悲至性，得無大士訂歴盤底現於人間平?

19 [天拙朗松]I第二回玄真封轍真停J(1卿)、段1

「王母微笑言臼:I不同道。此乃遣準之境J吾乃快楽之仇汝何不南海貝親音菩薩，彼自有港建受民 j

20 ~.太上説天妃救苦霊聯到(19勿) p.785 

21林氏の系諸によれば、「唐九牧林」と「宋牧林」というこつの有名な支族がある。福建林氏の祖先は晋代の林

禄である。廟切ミら宋代にかけて、門内の九人が次々 に「進士J(皇帝が面接官を担当する誤験に合格した者

に与えられた資格)Iこなった。唐玄宗の年間 σ12-755)には、その子孫である林披には九人の息子がいたとさ
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経緯がある。

『成淳臨安誌』に次のように記されている:22 f;主幹Eは五代の闇王の統軍兵馬債であった材顕

の第六女であった。彼女は鐘に乗って、海を渡る能力を持って1t、た。彼女は宋太宗薙隈四年(987)

に調洲の地から天に昇り、神になった当時の人々陪彼女を「龍女Jと呼んだム

もう一つは、「嬬且は甑直の漁家の娘lとする解釈である。蒋維鍛(1986)などによって、こ

明轍カヰ嗣されている。この解釈は、嬬祖と龍との関係を否定しつつも、婦且は生前なんらか

の不思議な力を持ち、その能力を用いて常に人々を助ける親切な対生であったという説である。

筆者は、両方ともに決定的醐に欠け、繍且の身分については再考の余地掛あると考えている。

では、現蒋する「天妃調理~J をテーマする壁画から見ると、本論で考察してきた内容がどのよ

うに表現されているのだろうれ3

繍且信仰の源は中国福建省ということが寵めら払福建省調洲向島の婦瑚も祖廟と呼償Lるが、

祖廟の「天賠調理~J は基材句に新しし噛写である。婿祖の壁画の現蒋する状況について、宋元時

代は婦且倒困人的な人物像と物語の一場面を描くものが残っている。明代から鰯Eの伝説を述べ

る文献が続々と誕生していた。壁画や図像も前の時代より現存するものが多い個2・図3参照)

23 。

現蒋する壁画では、前述の『三教源縮担神大全』にある「嘗夢南海観音奥以壁盤藍呑之」に基

づいて華を与える場面が多い。芦~靭ヰ齢れている場合もある。また、帰Eが誕生する時に観音

は天上にいる場面がよく描カれている。たとえば、現代の天津天后宮大殿にある壁画 (1朔)限

后聖酬盟』は、「天妃語部年」という場面を「感大士賜丸A尋苧Jと命名している。

そして、壁画の素材として前に紹介した明静寺代の四つの文献以外には、滑代に祈桁した嬬祖

絵本もある24。乱時中即萌の壁画はそれらの文献の絵を参照しながら、制作された可制全が高川

福建省軍縮宮の「天賠酔」の参考資料として用いられた文献は、清康照二十三年有機の肢

后顕聖故事国制であろう。『天后顕聖故事国制は限后顕聖録』の内容を参照しながら制作

しお絵本である。

れる。九人の名前は「林葦、材識林署、材婦、柑唱え林帯直人林蒙、林選、林統lという。親子たち出生に刺

史a崎町村蜘)の職に就く。なお材纏尚溺Eの*.H;先である。
2潜説友 ω12)、『成淳臨安誌』は南宋の漕説友古溝諜した史料である。神為五代時間王統軍兵馬使材顕第六

女，能乗席波浪人稽臨む朱太宗務照四年(987)刑閣測も…

泊。∞7)W!撤回献静横編hω
副院后聖母聖腕園剖、限后歪母事遺図剖、限后顕聖故事図剛、『鳩祖図剖などである。全て漸tの絵

本であるが、詳しし申斤稗代は不明である。
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福建省霊麹窃にある国軍時代の壁画には、正観音指法・仙女降凡4という言葉が見らtL..乱瞬且

信仰が仏教と道教両方の要素を含んでいることを明白に示している。また、霊慈廟の壁腎5の、

観音が龍女に繍Eを手伝えと命ずるという言謎を見ると、繍且と音駄を同一人物と見なしていな

いことが分かる。

以上考察したように、現存する乱瞬且の壁画制時Eに関する図像における「ラミ賠調理自の場面を

見る限り、嬬祖と観音の聞に密接な関係があることが明らかである。

おわりに

以上、「天先頭騨本停」について、観音と嬬祖の聞に存在する関車性を撫すした。内容を整理

すすUま、以下創量りである。

1、明代の道教文献『太上説苅芭肢:苦霊験倒と『三教源擁捜神大針などは、婿祖の誕生伝

について、観音と宮殿Eの関係を残している。それらはE劫改肱朝国から多大な影響を受けてお

り、同じく明代の閃苗頭聖剣と民殺すると、関西頂聖録~ f胡粗の家柄と両親を強調して

いる。これに対して、『太上説苅E佼苦璽働倒と『三教源擁懐神大針は、 F議運題調dより

も仏耕慢掠を強調している。

2、本論でl諾韓日に述べていなし、が、筆者の現地調査によると、壁画の「苅百調理手」という場

面は『実姉題剥の内容を参照する場合が多川したがって、「苅百麟」では仏教要素のみ

を強調していると考えられる。 f砂同句に、墨慈廟にある民国時代の壁画では、 I観音指法・仙女

降凡lという言葉が書かれている。

今、中国本土で槻融信仰について、多くの研究科Tな材もているが、仙脚慢榛を分析した

砂院は極めて少な川しかし、乱帯且信仰は、早い段階マ仏教との関連性を既に持っていただけで

はなく、現代の撤回言仰も仏蜘も色々なものを取り入れている。

現代の繍E信仰を見ると、他の倒供芳哉里担との融合、あるいは習合がまだ続いていること

が分かる。これまでの歴史と在統を踏まえて、これからどのように現代担金に適応しようとして

いるのか、その動向と展開も今後の研究の視野に入れたし、また、 E天安改良主新ミ』は立感且伝奇類

の中で最も知られ止テキストであるので、翻駅出版を計画している。

活「絵画巻・上編JW鰯E文獄資料費編』似泊7)p.124第23・24幅
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図2:福建省濃縮宮の壁画(清)
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